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12 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 

      例会          例会            例会    Xmas 例会       休会                           休会 

本本本日日日のののプププロロログググラララムムム（（（111222 月月月 111888 日日日）））   

Xmas 家族例会 18:30～20:30 

次次次回回回のののプププロロログググラララムムム（（（111 月月月 888 日日日）））   

新年例会 18:30～20:30 

第１２２０回 ２０２１年１２月１５日 例会記録 

点  鐘 熊谷会長 

ロータリーソング「奉仕の理想」 

出  席  報  告 

 会員数 

名誉会員 

出席者 メイク 欠席 

(免 除 ) 

出席率 

本 日 

(12/15) 

28 

2 

17 

0 

1 6 

4 

 

75.00 

メイク 澤井 

前々回 

(12/1) 

28 

2 

16 

0 

3 6 

3 

 

76.00 

メイク 重森・兼田・近藤 

食 事 時 間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報 告 事 項 

2021年今年の世相を表す漢字 「金」 

広島空港 RC12月 1日・8日例会 応募総数 21名  

正解者 3名(益谷名誉会員・近藤会員・三好会員) 

 

 

 

 

 

 

 

会 長 時 間 

高垣市長様、本日はお忙しい

中お越しくださり誠にありがとうご

ざいます。後程の卓話を宜しくお

願いいたします。 

 

 

年 次 総 会 

会員総数の 3分の 1が定数となっており、本日会員 28名

中 17 名出席されておりますので、総会は成立いたしま

す。次年度の理事、役員は、先般指名委員会の指名でご

了解をいただき、本日お手元に配布しています指名委員

会からの推薦名簿として提出させていただきますので、皆

さんでご審議よろしくお願いいたします。 

(承  認) 

ありがとうございます。皆様ご賛同いただきましたので

2022-2023年度はこの役員、理事の構成でさせていだだ

きます。 



2021-2022年度 役員・理事・委員会構成表 

 

河井次年度会長挨拶 

皆様改めましてこんにちは。先ほど、

会長、役員、理事とご承認いただきま

してありがとうございます。 

私みたいに経験年数の浅い若輩者

が、次年度大役を仰せつかるのは本

当に恐縮ではございますが、先輩方

から日頃教えて頂いております、友愛と奉仕の精神で、

来年しっかりと取り組んでいきたいと思いますのでよろし

くお願いいたします。 

幹 事 報 告 

《配布物》週報 1219 回、地区活動報告書、卓話資料 

《回 覧》今後の例会出欠表 

RI 会長杯ロータリーワールドゴルフ大会の案内  

 

卓 話 時 間 

 

 

 東広島市 

  市長 高垣廣徳 様 

 

 

本日は例会卓話に、お招きいただき誠にありがとうござい

ます。皆様に東広島市が今後どのようなまちづくりをして

いこうとしているのか、お聞きいただけるチャンスを頂戴し

ありがとうございます。お配りしています資料はお帰りに

なってご覧頂き、今日は、スライドでピックアップしながら

お話しをさせて頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 7月豪雨災害、新型コロナウィルスの感染、

未曽有の経験をする中で、まちづくりについて SDGs とい

うような持続可能性というものが大変重要な時代となり、

様々な問題をこれから地球レベルで考えていく必要があ

ると思います。 

一方で、テクノロジーの進歩で様々な課題が解決でき

るようになってきました。可能性として、遠隔医療が出来

れば中山間地の課題が 1つ解決できるようになります。

学校がなくなると地域が疲弊しますので、今ある学校をい

かしながら通信という技術の中で、小規模校が連携して

授業を進めることができれば、新しい過疎に対する方向

性が見いだせる。且つ、コロナの時代を経験する中で、

集中という問題が顕在する訳です。むしろ適当に過疎の

方が良い適疎という事も言われるようになってきました。 

大学の学園都市として成長してきましたが、これまでの

大学との関係の中では、今後の成長に限界があると感じ

そういう事を踏まえたまちづくりが必要ではないかと思い

新しい総合計画を作る事にしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Hi-Biz は、お金を掛けずに売り上げを伸ばしていく、伴奏

型のコンサルティングをするシステム。(全国で 25ケ所) 

我が市の特徴は、商工会議所と連携して行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次世代の学園都市としてどのように我々はこの 10年間

まちづくりをしていくのか、職員と議論しながら、いろんな

外部知見もいただきながら進めているところであります。

皆様方で、アイデアがありましたら、是非お知らせ頂けれ

ばと思います。ご清聴ありがとうございました。 


